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1. はじめに

稲作が始まった弥生時代から既にため池は存在していたといわれ、現存する殆どのため池は江戸時代に造られ

るなどその歴史は古い。歴史的に地域農業と深い関わりをもってきたため池は、近年の産業（農業）構造の変化

や都市化の進行等に伴い減少しつつある。本研究では兵庫県稲美町を対象にため池の立地と周辺の土地利用を調

査した。研究方法としては７時点（1967年,1972年,1979年,1985年,1991年,1996年,2000年）における地図（国
土地理院制作の 25000分の 1の地形図）をもとに分析を行なった。
2. ため池立地の時代変遷

1972年時点で確認できたため池 149ヶ所が、その後、年代ごとに残存が確認されたため池（以下、残存ため池）
は継年的に減少している中で、2000 年には 92 ヶ所になっていた（図 2-1）。比較的経済成長の大きかった 1979
～1985年と 1991～1996年に多くに消失しており、1ha未満の規模が小さいため池の消失が殆どであった。これ
の規模別件数の変化は、最も多かった 1ha 未満のものが、総数は多いといえども、全体的ウエイトを下げてきて
いる（図 2-2）。消失ため池と残存ため池を周辺での神社有無別構成比をみると、神社が存在するため池は消失の
機会を免れることが高い傾向が読み取れる（図 2-3）。 
また、消失したため池跡地利用は、田畑が最も多く次いで建造物、空き地・公園となっている中で、施設建設

を伴わない跡地利用では田畑が小規模跡地の利用も多かったが、大規模跡地が最も多く、公園・空き地は 0.5ha
未満のため池を除きどの規模ランクでも同様の跡地利用がされた。一方、施設建設を伴う跡地利用では工場が比

較的大規模跡地が対象となったのに対し住宅を中心とするその他の建造物の利用では小規模跡地が利用される傾

向にある(図 2-4)｡
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図 2-2 年代別・ため池規模別消失ため池の推移図 2-1 年代別・ため池規模別残存ため池の推移

図 2-4 規模別ため池の跡地利用の実態図 2-3 神社の有無別・ため池規模別消失率
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3. ため池周辺の土地利用変遷

ため池周辺の家屋密集度と

そのランク(注記１)をみると 1967
年では密集度の低いランク 1,
２に集中している。1985 年に
なるとランク1,2が減少しラン
ク 3,4,5が急激に増加した。そ
して 2000年では、さらにラン
ク 1,2が減少しランク 3,4,5が
増加した。このことより、時点

が新しくなるにつれてため池

周辺の家屋密集度が高くなる

という結果が得られ、ため池規

模間の格差が縮小する傾向も

みられた。次に田畑密集度とそ

のランク(注記２)をみると 1967
年ではランク1,2が殆どなく密
集度に高いランク 5,4,3の順に多い。1985年になるとランク 1,2,3,4が増加しランク 5が減少している。2000年
においても、僅かではあるがランク 2,3,4が増加しランク 1,5が減少している。このことより、時点が新しくなる
につれ田畑が減少しているという結果が得られる。なお、ため池規模による特徴は、密集度の高いランク 5 はた
め池規模の小さい 1ha 未満で多くみられた。そして、道路密集度とそのランク(注記２)の 1967 年では、ランク 4,5
は殆どなく、ランク 1,2,3の順に多い。1985年になると、ランク 2以上が増加し、ランク 1のみが減少している。
2000年においても、僅かではあるがさらにランク 3,4,5が増加し、大幅にランク 1が減少している。このことよ
り、時点が新しくなるにつれ、ため池周辺の道路は増加しているという結果が得られ、ため池規模による特徴は

密集度の低いランク 1 に 0.5ha 未満の規模の小さいため池が多く、ランク 3,4 では、1ha 以上のため池が多くみ
られた。

4, まとめ

本研究で以下のことを明らかにした。

○ ため池数は年々減少しており、特に小規模なため池が減少している。

○ 神社の存在の有無によってため池の消失率に大きな差がみられ、小規模なため池において顕著である。

○ 年代がたつにつれてため池周辺での家屋立地、農地減少、道路の増加が明瞭にみられ、規模が小さいほどそ

の差は著しい。

図３ 年代別ため池周辺の土地利用及び家屋立地
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